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要旨 (Abstract)

背景: 301リダイレクトは恒久的なURL移転を⽰す標準的なWeb技術であるが、スパムやハッキングにおける悪⽤事例（例: 寄⽣サイトのサブ

ディレクトリ貸しにおける転送）への対策として、Googleの評価アルゴリズムが変化している可能性が⽰唆される。特に短期間での連続し

たリダイレクトに対するGoogleの挙動は不明確な点が多い。

⽬的: 本研究では、単⼀ドメイン内において短期間に2回の301リダイレクトを実施した際に、Googleのインデックス更新が著しく遅延する

現象を観測した事例を報告し、2回⽬のリダイレクト設定を解除し旧URLを404ステータスとし、カスタム404ページから新URLへリンク設置

する代替策の有効性を検証する。

⽅法: 対象Webサイト（tsuyoshikashiwazaki.jp）内の特定記事URLを、段階的なURL変更および各段階でのGoogle Search Console‧

SERPsデータ観察によって評価。

結果: 1回⽬の301リダイレクト直後は新URLが即座にインデックス反映されたが、2回⽬のリダイレクトでは約2週間新URLがインデックス未

反映となった。404+リンク誘導戦略への切り替え後、約18⽇で最終新URLがインデックス反映。遅延期間中、旧URLに約740クリック/8620

インプレッション、新URLに30クリック/380インプレッションが記録され、機会損失が顕著となった。

結論: 短期間での連続301リダイレクトはGoogleインデックス遅延のリスクを増⼤させ、404＋カスタムリンクによる代替戦略が有効な場合

もあることが⽰唆された。初期URL計画の重要性と安易なURL変更リスクについて警鐘を鳴らす事例である。
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緒⾔ (Introduction)

301リダイレクトは恒久的なURL移転を通知する標準的なWeb技術であり、リンクエクイティの継承やユーザーエクスペリエンス維持におい

てSEO上極めて重要である。⼀⽅近年、寄⽣型スパムや不正なサイトリダイレクト⼿法の多発により、Googleをはじめとする検索エンジン

はリダイレクト検出精度やスパム判別アルゴリズムの強化を進めている。

著者⾃⾝のWeb運営体験においても、悪意のないURL構造整理に伴う1回⽬の301リダイレクトは問題なくインデックス即時反映されたが、

短期間で再度実施した2回⽬の301リダイレクト時に極端なインデックス遅延現象が発⽣した。本来クロール状況が正常であっても、SERPs

に旧URLの情報が⻑期間残存する状況が続いた。

本研究は「短期間で連続的な301リダイレクトはGoogleにネガティブまたはペナルティ的に扱われ、意図的にインデックス遅延が発⽣しう

る」「この場合、旧URLを404としカスタムページから新URLリンクで誘導する⼿法がインデックス促進に寄与しうる」という仮説のもと、

具体的に実サイトで検証を⾏い、得られた知⾒を報告する。

実験⽅法 (Methodology)

対象サイト‧ページ

サイト：https://www.tsuyoshikashiwazaki.jp/（個⼈運営ブログ）

記事ページ：「相互リンク」に関する記事（最終的URL: /blog/sougorinku/）

実験期間

2024年1⽉26⽇ 〜 2024年4⽉25⽇

実験⼿順‧タイムライン

表1: 実験フェーズ概要とインデックス所要⽇数

フェー

ズ
期間 変更内容

旧URLステータ

ス/設定
新URL

インデックス/SERPs反映

までの⽇数
備考

1
1/26 -

2/10
初期公開 -

/blog/what-is-a-

reciprocal-link/
- -

2
2/11 -

3/23

1回⽬URL変更

(301リダイレク

ト)

301リダイレク

ト
/blog/seo-mutual-link/ 1⽇ スムーズに処理

3
3/24 -

4/6

2回⽬URL変更

(301リダイレク

ト)

301リダイレク

ト
/blog/sougorinku/ 14⽇以上(未反映)

インデックス遅延、

SERPsは旧URL

4&5
4/7 -

4/25

リダイレクト戦

略変更

(404+リンク)

404＋リンク誘

導
/blog/sougorinku/

約18⽇

(4/7起点)
最終的に反映

データ収集‧分析

Google Search Consoleで主要URL（/blog/what-is-a-reciprocal-link/、/blog/seo-mutual-link/、/blog/sougorinku/）の⽇
別クリック数‧インプレッション数‧インデックス状況‧クロール⽇を取得。

SERPs上の表⽰URL、タイトル、ディスクリプションの変化を定期記録。

各フェーズで新URLのインデックス反映までの⽇数、機会損失評価として期間内クリック‧インプレッションの集計と⽐較。

結果 (Results)

インデックス/SERPs反映

1回⽬の301リダイレクトは翌⽇（所要1⽇）で新URLがインデックス、SERPs反映。

2回⽬の301リダイレクトでは、およそ2週間新URLがインデックス未反映。SERPsは旧URLを表⽰し続けた。

404+リンク戦略に変更後、約18⽇後に最終新URLがSERPsに正常反映。

トラフィックデータ（クリック‧インプレッション数）

表2: インデックス遅延期間(2024/3/24-4/24)のパフォーマンス⽐較

URL 総クリック数 総インプレッション数 期間中の役割/状態

/blog/seo-mutual-link/ 740 (概算) 8,620 (概算) SERPs表⽰継続‧後に404

/blog/sougorinku/ 30 (概算) 380 (概算) 未インデックスの新URL

図1: URL別 ⽇次クリック数推移

https://www.tsuyoshikashiwazaki.jp/
https://www.tsuyoshikashiwazaki.jp/blog/sougorinku/


図2: URL別 ⽇次インプレッション数推移

考察 (Discussion)

本事例は短期間（約1.5ヶ⽉）で連続した301リダイレクトが、Googleのインデックス処理において⼀次的なURL移転信号として受理され

ず、ランキング‧トラフィック機会の損失を引き起こすリスクがあることを⽰した。1回⽬のリダイレクトは速やかに処理されたものの、2

段階⽬の連続リダイレクト以後は明らかに遅延し、Googlebotのクロール頻度は維持されていてもSERPsへの反映が停⽌した点が特徴であ

る。

この現象は、近年のスパム⼿法（短期間での意図的なリダイレクトチェーン等）への対策アルゴリズムに起因し、通常利⽤にも影響を及ぼ

すことが考えられる。また、301が効かない場合、404化＋カスタムページからのリンク戦略が（インデックスまで時間はかかるが）⼀定の

代替策として機能することも実証された。とはいえ、いかなる移転戦略でもURL設計の初期段階で⼗分な検討を⾏うことが最も重要であ

り、頻繁なURL変更を避けるべきである。

結論 (Conclusion)



本事例研究の結果、短期間での連続301リダイレクトはGoogleインデックス反映を⼤幅に遅延させるリスクが⽰唆され、404+リンク戦略は

最終的なインデックスへの回復策となり得ることが確認された。Web運営者に対しては、初期URL設計の重要性や、安易なリダイレクト連

発のリスクを強く警告する。また、本知⾒は今後のGoogleアルゴリズム研究、スパム対策研究、Web運⽤ガイドラインの実証的補完となる

だろう。

今後の課題 (Future Work)

N=1事例ゆえの⼀般化限界の克服のため、様々な規模‧ジャンル‧サーバー環境下での再現性調査。

リダイレクト間の期間、チェーンの⻑さ、Canonicalタグの有無等がインデックス挙動に及ぼす影響解析。

Bing等Google以外エンジンで同様の現象が起きるかの⽐較検証。

404+リンク戦略のインデックス促進要素（⾦曜度‧クロールバジェット‧設置⽅法等）の詳細解析。
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